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■□───────────────────────────────────────────
□　　ごあいさつ
─────────────────────────────────────────────
　みなさんこんにちは！

　9月に卒業・修了したみなさんには、初めてのニュースレターになりますね。これから、
信州大学のいまの話題や、同窓会の情報などをお伝えしていきますので、たのしみに
していてください。

　信州は秋も深まり、キャンパスの木々も赤や黄色に染まっています。在学中、長野県内に
ある紅葉の名所、蓼科高原や美ヶ原、上高地などに訪れたことのある方も多いのではないで
しょうか。信州でよく見られる白樺やカラマツの黄色、ナナカマドの赤・・。山々が白く
雪化粧してしまう前に、ひとときこの美しいコントラストを楽しみたいと思います。

　それでは、今日も元気にニュースをお伝えしていきましょう！
  
■□───────────────────────────────────────────
□ 最近の出来事
------------------------------------------------------------------------------------------
★上海同窓会が開催されました
------------------------------------------------------------------------------------------
　9月28日、上海市内のスペイン料理店LILAにて国際交流同窓会上海支部の総会と懇親会
が行われ、中国人同窓生や上海駐在の日本人同窓生２３名が参加しました。

　信州大学国際交流センターからは、佐藤副センター長が出席しました。

　懇親会は信州大学グッズ（ロゴ入りポロシャツなど）の抽選会、自己照会などで盛り上
がり、今後も、上海での日本の大学による対抗ゴルフ・コンペに向けた練習や、女性が
企画・運営するミニ同窓会など実施の予定です。

詳しくはこちら
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/alumni/2014-34.html
-----------------------------------------------------------------------------------------
★平成26年度後期国際交流センター受入留学生51名を新たに迎えました
-----------------------------------------------------------------------------------------
　交流協定を締結している外国の大学等から、今年度秋期入学の留学生５１名が到着し、
本学での留学生活をスタートしました。

　新留学生は、本学への留学を希望して各協定校から派遣された交換留学生、大使館から
推薦された日本語・日本文化研修留学生（日研生）、日本語・日本学短期プログラムに参加
する短期留学生で、それぞれが期待と不安を胸に，遠く離れた本学での勉学と，各国からの
先輩留学生やチュータ－の日本人学生との交流が始まりました。

　今期は中国、韓国、タイ、アメリカ、オランダ、ドイツ、イタリア、ポーランドに加え
中南米のメキシコ、ブラジルからも留学生を迎えました。

詳しくはこちら
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↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/aboutus/cat3144/2651.html

------------------------------------------------------------------------------------------
★ロータリースピーチコンテストで信州大学の留学生が入賞
------------------------------------------------------------------------------------------
　10月31日、松本市のホテルブエナビスタにて、第25回留学生スピーチコンテストが行わ
れました。

  信州大学からは、書類選考を通過した8名の学生が本選のスピーチに望み、「いろんな
失敗を経験するからこそ成長する。自分を批判したり叱ってくれる人を含めてすべての人、
すべての物事に感謝して幸せな人生を送りたい」とスピーチした経済学部2年の陳雪さんが
2位に、また自分の失敗談と指導教員の先生に対する感謝の気持ちを伝えた、総合工学系
研究科博士課程3年の郭博洋さんが審査員特別賞に入賞しました。

　他の学生も、戦争と平和についての考えや、人生を電車にたとえ、夢に向かって走り続
ける自分や仲間の姿など、すばらしい内容のスピーチを行い、留学生の日本語レベルの向
上が感じられるコンテストとなりました。

詳しくはこちら
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/current/post-263.html

------------------------------------------------------------------------------------------
★11月1日　松本キャンパスにて国際交流同窓会が開催されました
------------------------------------------------------------------------------------------
　11月1日、松本キャンパスの旭会館にて信州大学国際交流同窓会の総会と懇親会が行われ、
卒業したもと留学生や日本人の留学経験者、在学生、大学関係者、日ごろお世話になって
いる国際交流団体の方々など56名が参加しました。

　懇親会では、在学中の思い出話に花が咲いたり、新しい出会いがあるなど、盛んに交流
が行われました。
　また国際交流同窓会長の車憲さんは、「皆さんのお蔭で国際交流同窓会はソウル、北京、
上海、そしてバンコクに支部が発足し、信州大学卒業生の絆がどんどん広くなりづつあり
ます。これは皆さん一人一人の積極的な支持と活躍があってからこそとこの場を借りて深
く感謝いたします。これからも、母校を愛し、母校（同窓会）の一員であることに誇りを
持ってどんどん絆を深くそして長く続けていきましょう。」と挨拶しました。

詳しくはこちら
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/alumni/post-264.html

------------------------------------------------------------------------------------------
★松本キャンパスで銀嶺祭がおこなわれました
------------------------------------------------------------------------------------------
　11月1日と2日、松本キャンパスの学園祭、銀嶺祭が行われました。

　キャンパス内ではさまざまな模擬店が立ち並び、バンド演奏、女装コンテスト、サークル
の発表会やおばけ屋敷など、学生たちが企画するイベントで盛り上がりました。

　留学生たちも銀嶺祭に参加し、中国、韓国、インドネシア、ベトナム、モンゴルの料理や
デザートの模擬店を出店し、多くの人々でにぎわっていました。

写真はこちら
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/upload/pdf/events/ginreisai_2014.pdf

------------------------------------------------------------------------------------------
★11月13日　北京同窓会を開催します
------------------------------------------------------------------------------------------
　以前からお知らせしていた、北京同窓会の詳細が決まりました。まだまだ参加を受け付
けていますので、参加ご希望の方は下記の申し込み先までご連絡ください。

日時：　２０１４年１１月１３日（木）午後６時半から

会場：　北平楼　惠新里店

TEL：　 10-6491-8115
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住所：　19 Huixin E St, Chaoyang, Beijing
       　http://www.dianping.com/shop/2262031

参加費：　社会人 150元、 学生　80元

参加申し込み先 ：　suicbeijing@gmail.com

大勢のみなさんのご参加をお待ちしております。

■□───────────────────────────────────────────
□ 信大ＮＯＷ No.８９のご案内
─────────────────────────────────────────────

　信州大学のニュース、歴史や人にまつわる記事、イベントや公開講座の紹介、
研究者の研究内容など、信州大学が良くわかる広報誌「信大ＮＯＷ」
最新号の目次を紹介します。

＜No.89＞
○オリジナルデザイン軍手（ぐんてぃ）
　軍手ィ、海を越える！

○シリーズ：先鋭領域融合研究群を追う Vol.3
　ファイバー・テキスタイル・衣服工学を基盤とした先端研究で国際連携、
　産学官連携を継続発展させる
　国際ファイバー工学研究所

○理学系の学びの楽しさを子供たちに！
　工学部で「ひらめき☆ときめきサイエンス」開催

○北海道から九州まで、全国へ栽培拡大！
　信州発夏秋イチゴ「信大ＢＳ８－９」の魅力！

○”気づき”を新しいカタチに
　医療器械製品・部品メーカーによる技術シーズ展示会を開催

○信州大学校友会
　設立記念式典・記念講演会
　信州大学校友会　卒業生インタビュー

○TOPICS
  第5回信州大学ものづくり振興フォーラムを開催しました

　ＪＡ長野県グループから寄贈された巡回診療車の愛称「めぐりん号」に決定

　信州大学と韓国全南国立大学アランマクダイアミッドエネルギー研究所が
　大学間協定を締結

　平成26年度文部科学省「高度医療人材養成プログラム」において、
　医学部の2件が採択
  
○信大キャンパスの「樹」シリーズ⑳
　ヤマボウシ　南箕輪キャンパス
　
全文は信州大学の公式Webサイト上でデジタルパンフレットとして公開
されていますので、ぜひご覧ください。
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/publication/#publication

■□──────────────────────────────────────────
□  スタッフ近況報告　国際交流センター　コーディネーター　下平　菜穂
────────────────────────────────────────────
　みなさま、お久しぶりです。日本語の授業を担当している下平です。

　きょうは、子どものころよく食べた、懐かしい食べ物を紹介します。それは長野県の
北のほうの食べ物で、「こねつけ」という名前です。料理をたくさん作って余ったとき、
現代なら冷蔵庫に入れますね。私の祖母の時代は冷蔵庫がありませんから、食べ物が腐
らないようにさまざまな工夫をしたそうです。

  こねつけは、たくさん炊いて残ったご飯が腐らないようにするための食べ物です。
作り方は簡単です。まず、残ったご飯に小麦粉と少量の水を加えて、ご飯を少しつぶす
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ような感じに手でこねます。「こねる」というのは、粘土やパンの生地やハンバーグの
肉などを、手でよく混ぜることです。

  こねたご飯を平らな大きいメダルのような形にして、味をつけます。味は、味噌と砂糖
を混ぜたものをつける人が多いですが、私の祖母や母はシンプルに、塩で味付けしていま
した。あとは、フライパンに多めの油をひいて、両面を焼けばできあがりです。香ばしく
ておいしいおやつになります。ご飯が余ったとき、ぜひ試してみてください。
　
■□──────────────────────────────────────────
□ 生活ちょっとコラム　～山の神様と虫の知らせ～
────────────────────────────────────────────
  9月27日、長野県と岐阜県にまたがる活火山、「御嶽山（おんたけさん）」が噴火し
ました。週末で天気が良かったこともあり、多くの登山者が山を訪れていて、これま
でに57名の方の死亡が確認され、6名が行方不明となったまま、冬山の危険を考慮して
これ以上の捜索は断念せざるをえませんでした。

　御嶽山は、古くから信仰の対象とされてきました。神様の山の噴火に、地元の人たち
は心を痛め、一日も早く山が鎮まることを祈っています。わたしたちも、亡くなった方
たちのご冥福と行方不明者の捜索の再開、そして地域の復興を願っています。

　最近、この火山の噴火について、ちょっと興味深い記事を読みました。それは、噴火の
予知に関係することです。

　火山の噴火を予知することは、専門家でも大変難しいといわれています。しかし御嶽山
のふもとで暮らすある一人暮らしのおばあさんは、夏ごろから異変に気がついていたそう
です。

　「虫がいない」とそのおばあさんは思ったそうです。いつもの夏なら、外をうるさく
飛ぶアブ、軒下に巣をかけるアシナガバチ、畑の野菜に付く虫も見かけない・・。そして
孫娘にこう言ったそうです。「虫がいない年は、御嶽山の噴火か地震がおきるよ。」
その2週間後、御嶽山の噴火はおこりました。

　噴火や地震の前に、動物が暴れる、空の色に異変が起きる、などの現象は「宏観
異常現象（こうかんいじょうげんしょう）」と呼ばれます。低周波などの振動を感じた
動物や昆虫が異常を察知するのではないか、などど言われていますが、科学的な解明は
十分ではなく、一般的に「ことわざ」や「迷信」などの形で古くから言い伝えられてい
るものです。

　地震の多い日本で、もっとも有名なのは「地震の前にナマズが暴れる」です。これに
ついても日本のさまざまな研究機関で研究がおこなわれているそうです。
　
　「虫の知らせ」ということばをご存知ですか？とくに根拠はないけれど、なんとなく
悪い予感がするときに使うことばです。科学的な数値ばかりではなく、虫の知らせにも
感覚を研ぎ澄ませることは、昔から山や木などの自然に神様が宿ると信じ、地震や火山
の多い土地に暮してきた日本人にとって、自然と共生するための知恵だったのかもしれ
ません。

  みなさんの国にも、自然災害を予知する言い伝えのようなものがありますか？

　それでは、また。　

--------------------------------------------------------------------------------------
●○●○●○●修了者データベース登録のお願い○●○●○●○●○
国際交流センターでは、留学生の帰国後のフォローアップの一環として、
データベースの作成と活用をすすめています。まだこのフォームを提出
されたことのない方は、ぜひ記入にご協力下さい。
このニュースレターの配信先メールアドレス変更もこちらからお願いします。
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/alumni/database/alumni-database.html
●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●
───────────────────────────────────────────
　 ◆配信元：信州大学国際交流センター(SUIC)　文責：西牧
〒390-8621 長野県松本市旭３－１－１
Tel: 0263-37-3360 / Fax: 0263-37-2181
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/
　　　　　
◆連絡先：iad@shinshu-u.ac.jp
　　　　　　　*各種お問い合わせ
　　　　　　　*配信停止希望
　　　　　　　*メールアドレスの変更のご連絡
　　　　　　　*情報掲載のご希望
　　　　　　　*ご意見、ご感想　　　　　　　 　など　　　　
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───────────────────────────────────────────
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